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柔道投技における連絡技の呼吸調整について
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　スポーツや戴道においては，従来，動作が習熟

されるに鎚って睡畷作電が講整され，合篭釣的に

麟率の震い動作の獲得がなされている。

　このことは，すでに運動生理学的立場から多く

の醗突紛織鉱畿畿i2L瓶6｝・蹴綿翻2襲によって瞬らかに

されている。

　柔道に関する曄畷についても，古来の柔徳にお

いては，経験釣に購らかにきれ，重要な「教え」

のひとつときれてきだ。特に，渋購流や天神真揚

流等嬢においては「講怠」や「息の使い方，愁合，

気息」という書葉を購雛，兵法の重要な内容とし

て｛孟書に解婁琵されている。

　幾代においても，運動科学的な硬究藏で多くの

藩究鞍告域翫紡織駄董携灘がなされている。これら

の碕究においては，烹に車種披の施技時にお」ける

呼畷撫の時期と施鼓しやすい時点の縛曝調整につ

いての簿発が多く示されているが，連結妓の呼畷

調整についての短見は数少い。

　そこで著者は単独技よ琴も技繍量的に嘉い段籍で

習得され，鼠取や試合で有熱な攻め方として篤い

られる連鶏妓の施技時における呼畷紹について縷

討してみた。

　醗究目的　　今麟，著者は柔道投技の連絡技を

対象にその呼畷調整について，次のような観点か

ら鹸討を試みた。

　すなわち，後来の施妓方法で，連絡技の第一綾
ロ

を崩しの補動的手段として痩って，第二技で極め

るという約束的な形式での条件と，実戦に違い形

態ということを考癒に入れて，第一技から第二技

への移行時に跡郷を粧えた時の条聾とで比較検討

を試みた。

　また，中等度の熱練者と未熟練者との差異につ

いても検討してみた。

豆　実験方法

繕　瞬象動作の連絡技は次の3種類とした。

　　A．右（左）慈購の1霧…一方海に連絡するもの

　　　として，支釣込足から体落へ

　　8．後購から羨購の対角線土に連絡するもの

　　　として，大内鱒から体落へ

　　C．蕊（右1後購から右（塩）後鍛に連絡す

　　　るものとして，小内鶏から大内麟へ

　以上の代表的な連絡技を搬出し分梅の婦象とし

た。

　（21実験条件

　次の二つの条警を設定した。

　　A．約束形式での連絡技の施投として，纂一

　　　技を崩しの補動的手段とし，次に第二技へ

　　　連絡移行して極めるという条鉾。

　　｝3．窪青郷形式での連絡岳支の施孝麦として，実戦

　　　に近い条盤を意麹し，取の第一披に対し，

　　　受に襲を突張らせるか，腰を落す鯵解法を

　　　とらせるかして，取がその防御｛本勢を厳し

　　　て，次の第二技へ連絡移行しで極めるとい

　　　う条件。

　講条件を設定するにあたって，取・受の被険者

に互いに霞然体に維んだ状態から任意の時簿1に全

力で施技するよう指題した。

　！3／実験方法

柳綱サーミスターを絹い，緩検養の取と憂の

鼻鈍離に賠聡し．藝平磯の温度変化を記録した。

　簸電緩については主に取を対象に灘定した。皮

膚表面電極誘導法により，直径i（｝翻の醗璽銀飯電

極を破検纂にサージカルテープで闘達した。時定

数暮．総，較正電瑳2§伽鮮の蓼．5囎，ペーパー速度25

醗／秒で8チャンネナレ舞議ぞ痩i謙（三栄灘器製／に言6

録した。

　勤ぞ箏分析については蟹緬フィルムによって験懸

嬢影し，光の点滅による同期装置を醜い，呼畷酸

線浸び筋電図と懸離した。

　なお，撮影条群は被験者の施蜜麦｛立直とカメラと

の距離をi｛｝醗，カメラの高さを取の重毛畷宣置1二合

わせ，フ4ルム送り速度を毎秒32コマとした。

　縫／緩緩者について
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　表iに示すように，取として中等度傍熱練者で

あると認められた3段亙名と2段3名，そして袴

葬隻i名をえらんだ。いずれもF大学柔道｛纂葵であ

る。また，未熟練壽として覇大学捧育専攻学生2

名（陸一L競技藻豊i難　をえらんだ。

　受として，2段2名，祷段i名をえらび，常に

取と対した。この雲翳においては身長差．体重差

について被験者報互に若干の差が認、められたが考

慮の対象としなかった。

　15）実験難§と実験場所

　昭報52年i炉縁蓉4曜，茎胴8馨縫醸の煙
霞翻，福島大学教育学鄭柔道場において実験した。

璽　実験成績と考察

　従来，投技を施技する時の呼畷報については，

2養見ら董｝津懸煮宣羅ら戯また名取，松本ら簾により篶肇

見が鞍告されているが，いずれも駐浸、懸の申簿i，叢冬

簿1浸び嚢乎息誉嚢の鋳期にあると季夏告されている，、

　すなわち，その時難が技のタイミング，カの集

中といった点で最も施鼓しやすい呼畷櫓であるこ

とが認められている。また，・呼患櫨の療点麟後で

は運動が擁舗され，その結果，反応羅寺闘も建長さ

れ，　特1こ鐸乎患餐窪の華冬異舞で1ま，　　灘毒鐸覆息魯蔀こノ＼れか

えてから，施技時の掛雛に入っていることが鱗ら

か1こされているさ2醗

　こ麗らの連覇中の呼畷灘建にはタンブール法（晦

腔内変動法／，マスク法．号一ミスターによる方

法等が篤いられ，さらに写真撮影を限時に鎌零し

璽1作の関連が検討されてきたが，沢山曹池鐙♪芝

露捕…などの報含量によると，騒毒嚢と暮乎曝の驚連か

ら，呼畷相の重患時に最大努力ないし最大不で，

簾力が発揮されると運べている。そこで当実験で

ぱ今までの実験方法にさらに籠電緩を闘難して呼

畷極と動作との関連を分析してみた。

　嘩．支釣込建から体落への連絡技について

　これは蒲隣の繕一方鶴に連絡変化する技である。

つまり足技の支釣込足で前方に饑しながら掛1†，

次に連続して蘇方へさらに崩して投げ鬱すために

異った手技の体落に移り極める連絡技である。

　そこで，この達磨各技を離」束的に旋1した美蕩合と受

が防郷を癒えた場合の二つに分け，その時の呼畷

蕗線と駿1電纒との霞1違iについて被検者A．K．の

記録簿を騒iに示した。

　取の連絡技に移る掛け時の正悪時矯について図

一纏繍灘　鱒嚇鱒嚇纏

購瞭麟鑛繧

　緩i　支釣込建から捧落への連絡技一その記録擁

な拝麺めf毅｝東形式び）諺毒ぐ葦、賞｛難寿彗霧御影式を簾えた落毒含耳翼A．藍．の幕電1鴫並びに醤離職1無線と受Y，s．の葦手艮護藤織を承す
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　図2　支釣込足から体落への連諮妓に献ナる取の

　　　施技時のま愚暗窮

2をみると約束の場合は畷息帽終難に集中し，防

弾の場合は畷恵撫全域に分散しているが，平均し

てみれば畷息中難に多くみられた。

　全体的に鑓iの被験者と爾穣に第一援の崩しで

解患相に入り，その後畷患中難，終難で生息し．

その状態を持続して第二妓のヂ掛け」へ移る領海

が認められた。なお，受は崩された後に止急難に

入っていた。

　そこで，騒3に受についての約束と隣郷の場合

の呼畷癬を示した。約束の鳩舎は畷患櫓全域に分

散してk、憲し取の技を受け産めている。また，駿

舞の場合も畷息相全域に分散し繕様であった。

　取の動イ乍の毎幕電懸をみると，第一技で琴1き臆す

ために上醗二頭筋の主麟筋が大きく放電していた。

これは，中等度熟練者も来熟練者も購様であった

力曾，手銭魏筋の活1鞍には差異寿ぐみられ，さらに，第

一技と第二技懸の緊張，弛緩のリズムによる簾力

　図3　支釣込建から捧落への連縷妓にお1ナる受の

　　　窒息時難

発揮の縫合にも差異がみられた。中等度の熟練者

の方が，籠力を集中して発揮していたが，未熟練

者の方は分散して発揮し，集中的な大きな籔数電

はみられなかった。　しかし，騒平綴季欝の重患欝謹と幕

電緩に溶ける籏放電量の最大時が一致しているこ

とが認められた。また，第一妓から第二技への移

行時には筋敏電量は消失して明僚な燐鯵換えがみ

られ，　第二審麦で大きな蒼募敏電毒富みられた。　しかし，

噂畷穰では呼怠の鷺がみられず，亡愚状懇が持続

される領海にあった。

　この場合，撰き手の数電量は少さく，逆に金聾り

手の放電量は大きかったが，中簿渡熟練者のA．

K．は1引き手を有効に繰かせ，放電重力ぜ大きかっ

た。

　以上のように支釣込建から体落への連絡技は．

属一方講に崩して麟するため，糎手に安定姿勢へ

立直る機会を与えず，崩れを稀濡して再び攻撃に

　　　　　騒尋　大内麟から体落への連絡妓一その記録鍵
左磯が綉葉形式の場合　孟量灘が紡灘霧づ式を擦えた場合。］取A．餐．の筋電麟蓮びに辱畷藤織と受Y．S．の艀磯蕪線を激す。
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　図5　大内畷から捧落への連絡妓における取の
　　　　施披時グ）生息時難

転ずることが必要となり，重患状態で連続して動

作が施される傾霧にあった。

　2．大内輝から体落への連絡披について

　これは，婦角線上に連絡変化する技で，大内燐

で受を右（左／後鍛へ押し崩し，受はそれに薄し

騰されまいとして安定姿勢を保とうとするため離

方へ重心移銚する。取はその膜麟姓を利矯し，大

きく在（右〉購に弓1き崩して｛本落を掛1幸る連絡重麦

である。

　騒4に被検妻A．K．の約束施披の場合と訪韓を

簾えた場合の記録簿を撤した。

　まず，取の第一技から第二鼓へ移行する時の勤

怠時難について騒5をみると，約束の場合慧第…

技で，暖患終獺に入って壷悪し，第二技へ移行し

ていた。しかし，防簿の場合は緩怠纏全域に分数

して止思し，欝乎息季蓑中欝肇で藝手暇を調整し施技して

いた。

　蔓が取に施技された姦悪時簸をみると（鑓6〉
　　　　　　　　ゆ約束の場合は畷息穏摩羅1に纂申し，防郷の場合は

呼，念相擁難に集中して慮、慈顔に入る嬢海がみられ

た。

　次に，籔電鍵について（遜窪／，約束の場合は

先の連奏各ま麦と購様に第一一蜜麦と第二二技ヂ）掛事ナで大き

く敬電し二難み繧淘を離したが，未熟練者は嬉

一叢から第二妓に移るまで弛緩難の懸がみられず，

持続した多難の籏放電がみられた。

　この場合，全般に弓繕手よ鞍も釣り手の主鱗籠

の敏電量が大きく承された。遠藤ら購の大内懸か

ら捧落への籠電麟分衝に溶いても，熟練者の各筋

に琴磐毒窪な緊張翼舞，弛緩難の季縫みぜみられたと報告し

ているが，今懸の実験に溶いても属隷な結果がみ

られた。

　藝寿1舞の場合は，第一嶺麦において華勺束の場台・と隅

　緩§大内麟から体落への連絡技にお1ナる憂の

　　　　生息時襯

桑羨な数電ノぐターン寿ぜみられたカぜ，墨ヒ華変約放電鮮麗

も長く，放電量も大きかったひつまり，第』二技の体

落へ移る時点で大きく放電し，その持続が長く認

められた。

　3、小内聡から大内輝への連絡技について

　この連絡技は異なった足抜を連続して，後方購

に麟する差支である。第一ま麦の小内メ彗を施鼓する場

合，最塗舞1こ離方に弓1き崩して施鼓する場合と，そ

のまま，受を押して後方へ露ぐ施被する場合とが

ある。いずれも憂が後購に崩れる時，安定姿勢に

戻そうとする瞬溺をとらえて，取が長講縷奪の至愛購

に第二愛糞の大海メ彗で｛聾すものであるσ

　麟7にその垂解乍の蕩電麹と舞乎畷麟線を示した。

施技時の籠電鍵についてみると，右投の場合に左

のL醗二頭籠と三頭筋が接続的に働き，第一技で

特に右上醗二頭簾，三鑛籠が饑き，第二技で左上

騰二頭蕩，三頭筋が裂き手の役目をするために大

きな毒虫電量を示した。

　このように，表方に強き崩すために上競二頭蕩

が主鐡筋となり，撫手を後方に押す場合には、ヒ蕊

三頭筋の放電が§立った。この連絡披においては，

桂藝ナから投げまでの放電舞手懸が毯の達鶏妓より最

も短かったことが認められた。

　約束と鋳郷を髭較すると，縫の連絡技と瞬様に

紡御婆の場合が籠敏！電量とそグ〉持続轟寺鵜が長くなる

繧向を示した。

　辱級麟線については醒7のように籔力発揮時の

籠放電と勤怠時難が一致していることが認められ

た。そこで，取の施鼓舞寺の正意轟寺莫穣こついてみる

と緩81約束の場合は吸慰撫全域と呼怠穰羨難

に分散していることが認められ，さら1こ，隣郷の

場合は畷息権申難に集中して第一技から第二技へ

施技される傾海が認められた。この連絡技は足技



柔遵投技にお1†る連絡妓ぴ）坪靉靆整について 囎

　　　　一一脚鵜勲晦翠幽艶

購蟹鰻騨
　　　　　　　　　　　　　鱗継

　　　　　　　　ぎ　　　き

曝騰騨鱒
騰卿

　緩7　小内鶏から大内懸への連絡妓一その記録纒

蓬繍鵜献須の土船．講が麟瑳須舞えた耀｝瓢、K漁筋灘磁態三舞搬離と・愛欲S・磯舅睡継承す

躍｝馨。磯G《羅一（朝暮。綴G汽羅

。穀￥＆襲罎so紮鰻

麟s籍
事

。鷺獄｝紺nsε

｝資＄夢

萎

K（｝馨。雛（｝森羅一〔｝暮暮（》1董G《羅

。貧Ya転轍so裟廿

麟s夢
窄

。糞1）尋萄昌3曾

恥s箱
書

季

εx韓

ま

一顰．
…

ε緯
距

ε糟

　薩8小内躍から大内懸への達驚妓に戴ナる取
　　　の施設時の箆患嚢寺簸

閣の連続であることから，被験者によ一）ては正意

購…鞘後に微小な浅い獰悪，畷息もみられ，また，

投げ終った時に大きな級患もみられた。これは，

怒責をするために辱畷反財によって大きな畷怠が

簿られるためと考えられる。

　この連絡技における取に対する受の呼畷嬉の鳶

、憲時簸をみると／図紛，約束の場合は畷患穰中鱗

ζこ集中してお辱，農秀舞の場金縛ま鐸暖息季鍵全鍾愛ξこ分散

していることが認められた．やはり，取よりもや

や遅錘して重患時鰻に入っていることが認められ，

反躰的に穣手の施援に息を詰めて受け慮めるため

と考えられる。

　以、ヒ，三種の代表的な連絡技の呼畷絹を検討し

てみると，いずれも第一技で糞悪し，そのまま第

二妓への移行がみられ，それも畷怠格の中雑ない

　麟§　小内躍から大内躍への連絡妓における受

　　　　の生息時難

しは終難に多いことが認、められた。

　さらに約束の施技の場合と隣郷の施妓の場合の

施ま麦蒔ξこお耀ナるi敷、憲建学翼擁の差異と，　各蓮華各ま麦のiと

息時鰯の差異について綾試してみると，次のよう

な傾鶴がみられた。

　まず，約束の場合は，支釣込足から体落へと，

大内購から体落への連絡妓においては，畷悪報終

期に誌息する傾鶴がみられた。養方簿の場合で1ま，

畷患構全域で壷、慧する繧海がみられた。さらに第

一妓と第二妓に移る「臨きの状態についてみると，

第一一技よ尊重息が待続し第二技へ移行して，辱畷

旛の5闘」の状態はみられなかった。しかし，幕

電緩においては第一一技から第二技への移行時に籐

数電が覇僚1こみられ，瞬時にその瞬に籐救電が津｛

失する「闘」も認められた。

　小俣ら鋤の鞭㌫では，第一菖技と第二技の「闘」
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麟蟹》　辮豪煮と未辮豪者の各種連奏各披1こおける

　　取の正意時簸

の状懇については，取の弊畷に比息タイプと呼息

タイプの二つ，つま鯵，第一蓄支と第二ま麦との懸1二貸手

愚の入ったタイプと，生息状態を持続して施鼓す

るタイプがあると遠べている。しかし，著者の震

験に篤いては後者のタイプに集中していた。これ

については，被検者の特徴，各連絡技の動作時縫

の権違によって坪畷椿に差異がみられたものと考

えられるが，これは今後さらに検討の余地がある。

　さらに，取はどのくらいの生息時懸で遵総技を

施ま愛しているか，緩蟹）の中等度熟練考及び未熟練

者について検討してみた。約束と紡舞を比較した

場合，瞬らかに防弾の方が箆息時懸が長かった。

このことは構手の紡1舞｛水勢の彗蚕さや，また，その

体勢を崩すための最大努力の必要から約束よりも

時鷺が長くかかるものと考えられる。

　また，比較的に中等度の熟練者にま、憲時穏が長

いことが認められた。

　しかし，薙幕電緩における筋放電賢寺懸1ま未熟練者

より中等1度熟練者の方が短かかった。

　また，三種類の連絡技の中で籠電馨を比較した

場合，小内懸から大内麟への連絡技の聾皆乍時瞬が

最も短かかった。これは壷息縛懸が長いにも抱わ

らず，岡一方海へ鼓筒の〔麟」をおかず，素早く

施技されるためと考えられる。次に，支釣込足か

ら体落へ，大内懸から体落への顯に縫って比、念持

闇が長くなる傾1舞が認められた。このように，異

なった方海へ投げ議する程，動俘の「髄，呼畷

の紅麗」が必要となってくるものと考えられる。

　なお，未熟練者の重患時難及び，その後の呼畷

享痩形は中等度熟練者と大きな差異は認められなか

った。
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　図葺　各種運総妓にお診る受の勤怠時縫

　次に，受について検討してみると，取より半周

難遅逡して止、慰しはじめ，受身が終了するまで生

息が継続して，受身終了後は大きく坪、憲穣に入っ

て反解約に畷、念構に移行する傾商がみられた。綾

検者によっては短い生息時聡もみられたが，図録

の受の正、怠時潤をみると動｛乍によって異なること

が認めら舞た。小俣ら獣の受身における動豪乍と琴平

畷権の関連についてみても，受に対し任意に施鼓

した場合と受の呼怠糧．畷息穏に施鼓した場合，

受の生息時欝1は呼怠糧前橋に集中していたと遠べ

ている。これは，単独技を施技された場合の受の

呼畷摺についてだが，当実験の連絡技の場合では，

呼息帽羨難での生息は殆んどみられなかった。

　次に，受の約束の場合と紡郵の場合の施妓時に

おける重患時艱の差異を比較してみると，約束の

場合は小内嘱から大内懸へ，大内麟から体落への

連絡妓において，各被験者ともに騒、念獺中毒1に重

患する領海がみられ，統御の場合では，大内輝か

ら体落への連絡妓で畷患相羨難に重患する頓肉が

みられた。飽の二つの連絡技の条件においては畷

，念趨向で分散して生息することが認められた。さ

らに，図難の約束の場合と離郷の場合の受のま患

時鷺を比較してみると瞬らかに訪1郵の此、馨時購1が

長いことが認められた。また，三種の連絡技の寛

怠暗闘についてみると，取の此、念持懸に対して受

は半周欝1遅延して彗手暇帽に入っていることが認め

られた。

　このように，柔道投技の連絡技を施鼓する場合

には第一技の施技時の呼畷調整と第二妓への移行

時のタイミング，つま彦｝，　「間」のとり方オ婁重要

であると考えられる。

　この解畷調整については，運動技術の翼熟に伴

って瞬畷撫翻が合§的的に変化し，麺率の喪い動

作に洗練化され，動俸の持久性も増擁してくるも

のと考えられる。これらの点については，一屡深



柔道投技にお1ナる連絡技の響畷講整について 董r
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く検言蜜を簾えていく必要がある。

　　　麗　結　　　論

　著者1ま柔遊麦登技の連絡技とその難事畷調整につい

て，約束形式の連絡動作と相手に紡郷を旛えた時

の連絡動作を比較することによって検討を試みた。

　施技｛難の取と施妓される漢彗の受についての動｛乍

を幕電騒法及びi6翻フィ移ム無実露撥無≠法と瞬時に

呼畷嬢サーミスター法を購いて分観した。

　その華客果，次の結議｝を得た。

　／纂　三種類の連絡鼓を通じて，約束形式では，

取は第一一技の暇息穰終簸で愛息し第二技へ移行し

ていた。その際，受では畷患穣中矯を中心に重患

状態に入って議せられた。

　／2）　羅鷲舞を癒えた連絡援の場合で1ま，取は畷息

櫨全域内で重患し，第二妓へ移行していた。

　受1ま畷息権擁籍窪を中’むにその権内で分散して藍

、念状態に入って羅せられた。

　（3／　連絡書麦の第一重責と第二二ま麦の　「聞ゴ　における

呼畷相についてみると，約束，鋳鐸講形式の場合

共に，取が撚内全域で重患状態を持続して連絡し

ていた。

　鶴　約束影式と紡轟形式での連総披施技時の重

患時懸は，取，受とも1：鋳御の場合が最も長く，

第一技と第二技との止息暗闘も長かった。

　／5｝第一援と第二披の連絡勤修にお捗る簾電緩

についてみると中等度の熱練者は筋の緊張・弛緩

ともに嚢羅｛豪1であり，主懸携募や拮抗憲募の重書動も購誉豪

であった。また，第一鼓から第二技への移行時に

蕊激雷の消失の「闘ゴもみられた。また，動俸の

最大努力の発現鐸寺1こおける止息櫨と纂敏電量が一

致していることも認められた。

　16！中等度の熟練者と未熟練者との縫では，施

按舞寺にお』ける藍息羅寺莫舞と藝手暇軽重に舞癖寮な差異は認

められなかった。しかし，未熟練者より中等度の

熟練者の方が正意暗闘が長かった。

麟を終るにあた記｝。実験と食料整理に端脅して礒いた繊本興
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